
 

このお薬は食後の血糖上昇を緩やかにし 
食後の高血糖を改善するお薬です。 

 

 
  

                                                                （実寸ではありません） 
 

 

◆ このお薬は必ず食事の直前に飲んでください。 

◆ もし、食事前に飲み忘れ、食事中または食直後に気付いたときは 

   すぐにお飲みください。 
 
 

◆ 低血糖症状が（脱力感、強い空腹感、冷や汗、動悸（どうき）、 
  手足のふるえ、意識がうすれる）あらわれる場合があります。 
   このような症状があらわれた場合は、ブドウ糖を飲んでくださ 
   い。 
◆ 高所作業や自動車の運転等危険を伴う作業に従事しているとき 
   に、低血糖症状を起こすと事故につながります。 
  特に注意してください。 
◆ このお薬を飲むと、おなかが張る、おならの回数が増える、お 
   なかが緩くなるなどの消化器症状が起こることがあります。 
◆ 授乳をさけてください。    
      

 （裏面もご覧ください） 

 

服用時の注意 

服用中の注意 

ミグリトール錠 25mg/50mg/75mg「JG」 

服用される患者さまへ 
■ 低血糖症状とは     
血液中の糖分が少なくなり過ぎた状態で、急に強い異常な空腹
感、力のぬけた感じ、発汗、手足のふるえ、眼のちらつき等が起
こったり、また頭が痛かったり、ぼんやりしたり、ふらついた
り、いつもと人柄が違ったような異常な行動をとることもありま
す。 
症状が重い場合には、けいれんを起こしたり意識を失うこともあ
ります。空腹時に起こり、食べ物をとると急に良くなるのが特徴
です。 
 
■ 低血糖症状が起こったら 
・ 低血糖症状がもし起こったら落ち着いてすぐブドウ糖を飲んで 
    安静にしてください。普段から10～15gのブドウ糖を持ち歩 
    き、すぐその場でブドウ糖をとることが必要です。 
・ 低血糖症状を起こした場合は、必ず早めに主治医に報告してく 
  ださい。  
 
■ 低血糖症状を起こさないために 
・ 低血糖症を予防するためには、お薬の量や飲み方は主治医の指 
    導を守り、また食事療法・運動療法はきちんと守ることが大切 
    です。 
・ 食事時刻の遅れ、激しい運動、空腹時の運動は避けるようにし 
    ましょう。  
 

症状が気になるなど、わからないことがある場合は医師または 
薬剤師にご相談ください。 

MIGLI-PG-1JG 
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 低血糖症状について 
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